
音楽朝会で「歌はともだち」を歌う代表ソリストと全校児童 
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  今年
こ と し

は全
ぜん

校
こ う

児
じ

童
どう

が体
たい

育
いく

館
かん

に集
しゅう

合
ごう

して朝
ちょう

会
かい

を行
おこな

っています。 この 3年
ねん

間
かん

というもの、全
ぜん

校
こ う

児
じ

童
どう

が一
いち

堂
どう

に

会
かい

する機
き

会
かい

がなかったので、初
はじ

めは整
せい

列
れつ

するのにも、話
はなし

を聞
き

く構
かま

えをつくるのにもとても時
じ

間
かん

がかかって大
たい

変
へん

でした。 すると、その様
よう

子
す

を見
み

た 6年
ねん

生
せい

が、下
か

学
がく

年
ねん

児
じ

童
どう

を教
きょう

室
しつ

に迎
むか

えに行
い

って体
たい

育
いく

館
かん

まで引
いん

率
そつ

し整
せい

列
れつ

の

手
て

助
だす

けをする役
やく

を自
じ

分
ぶん

から買
か

って出
で

てくれました。 そのお陰
かげ

もあって、最
さい

近
きん

では、準
じゅん

備
び

に時
じ

間
かん

がかからなく

なってきました。 

実
じつ

は、今
いま

の子
こ

どもたちにとって、300人
にん

以
い

上
じょう

の子
こ

どもが、それも休
やす

み明
あ

けに、一
ひと

つ所
ところ

に集
あつ

まってみんなで

話
はなし

を聞
き

くなどということは、それほどたやすいことではありません。 それでも一
いち

堂
どう

に会
かい

して対
たい

面
めん

で朝
ちょう

会
かい

を行
おこな

うのは、得
え

られるものが大
おお

きいからです。 例
たと

えば、低
てい

学
がく

年
ねん

の子
こ

どもたちが高
こ う

学
がく

年
ねん

の子
こ

どもたちの行
こ う

動
どう

や話
はなし

を聞
き

く姿
し

勢
せい

を見
み

て、その空
く う

気
き

を肌
はだ

で感
かん

じて学
まな

んでいる姿
すがた

が見
み

られます。 また、対
たい

面
めん

のよさは何
なん

と言
い

っても、

話
はな

し手
て

と聞
き

き手
て

が互
たが

いのリアクションを直
じか

にやり取
と

りできることです。 朝
ちょう

会
かい

では、6年
ねん

生
せい

が司
し

会
かい

を務
つと

めたり、

発
はっ

信
しん

したいことがある子
こ

どもたちが全
ぜん

校
こ う

に呼
よ

び掛
か

けたりしますが、放
ほう

送
そう

朝
ちょう

会
かい

では、話
はな

し手
て

には聞
き

き手
て

が見
み

え

ず、何
なん

の反
はん

応
のう

もないカメラに向
む

かってしゃべり続
つづ

けるしかありませんでした。 カメラに向
む

かってしゃべるという

のは、大人
お と な

でも、とても難
むずか

しいものです。 人
ひと

と人
ひと

とのコミュケーションにとって言
こと

葉
ば

以
い

外
がい

の眼
まな

差
ざ

しや表
ひょう

情
じょう

、身
み

振
ぶ

り手
て

振
ぶ

り、笑
わら

いやざわめき、呼
こ

吸
きゅう

や相
あい

づち、感
かん

嘆
たん

などのリアクションが、どれだけ大切
たいせつ

かがわかります。 そ

して、同
おな

じ経
けい

験
けん

をして、ひとと一緒
いっしょ

に心
こころ

を動
うご

かすこと。 これは、自
じ

尊
そん

感
かん

情
じょう

やレジリエンス（折
お

れない心
こころ

）を育
はぐく

むためにも、とても重
じゅう

要
よう

だと言
い

われています。  

今年
こ と し

は、毎
まい

月
つき

最
さい

後
ご

の朝
ちょう

会
かい

を音
おん

楽
がく

朝
ちょう

会
かい

にしています。 

教
きょう

員
いん

が今
いま

の子
こ

どもたちにぜひ歌
うた

って欲
ほ

しいとの思
おも

い

で選
えら

んだ「今
こん

月
げつ

の歌
うた

」を 300人
にん

で歌
うた

います。 多
た

少
しょう

音
おと

が外
はず

れようが、そんなことは何
なん

でもありません。 口
く ち

を大
おお

きく開
あ

けておなかの底
そこ

からのびのびと歌
うた

えば、 からだ

もこころも音楽
おんがく

にのって自
し

然
ぜん

に揺
ゆ

れ出
だ

し、300人
にん

の歌
うた

声
ごえ

とこころが響
ひび

き合
あ

います。 これも、学
がっ

校
こ う

ならではの貴
き

重
ちょう

な経
けい

験
けん

だと思
おも

うのです。 
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